








 

はじめに 

 筋 線 維 の 中 心 部 に 生 ず る 病 変 と し て は ,central core(Shy & 

Magee,1956),multicore(Engel et 

al,1971),target(Engel,1961),targetoid(Engel,1962),cytoplasmic 

bodies(Engel,1962)などがある.central core,multicore はそれぞれ centra1 

core disease, multicore disease に特有の所見とされ,target は脱神経あるい

は,脱神経後の再生とされてきた.また,近年 central core にも,structured 

core のもの(Shy & Magee,1956),と unstructured core のもの(Seitelberger et 

al,1961)とがあることが知られ,eore/targetoid(Engel,1962)ということばも

用いられている.一方,cytoplasmic body は,主に筋ジストロフィー症でみられ

る所見とされてきた.我々は,原因が明らかな有機燐でみられた萎縮筋肉で,時

期を異にして 2 回の筋生検を行い,同一筋線維内に core/targetoid あるいは

multicore と cytoplasmic bodies とが共存し,それが sarcoplasmic mass に変

化していくことを観察し,これら一連の変化の病因の解明についての手がかり

を得たので報告する. 


